
「
道
」に
よ
り
地
域
が
、人
々
が
、よ
り
強
固
に
繋
が
り
、結
び
付
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
文
化
」を
伝
播
し
、そ
し
て
新
し
い「
文
化
」が
誕
生
し
て
い
く
。

こ
の
「
文
化
」が
伝
播
し
て
い
く
様
子
を
表
現
す
る
た
め
に
、

「
ま
ち
は
劇
場
」を
推
進
す
る
静
岡
市
の
メ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
大
道
芸
を
は
じ
め
、

静
岡
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
々
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
伝
統
的
芸
能
を
組
み
合
わ
せ
て
、

ひ
と
つ
の
物
語
を
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

静
岡
の
大
道
芸
人
た
ち
に
よ
る
壮
大
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
。

静
岡
大
学
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
ダ
ン
ス
。

静
岡
伝
統
の
足
久
保
太
鼓
に
よ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
奏
。

ま
た
、基
調
講
演
で
は
作
家
で
あ
り
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
渋
谷
和
宏
氏
よ
り
、

経
済
的
な
視
点
か
ら
、道
路
が
持
つ
文
化
貢
献
や
文
化
波
及
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

静
岡
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
y
o
s
u
さ
ん
に
は
、こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
で
あ
る「
R
O
U
T
E
」を
中
心
に
、表
現
者
の
視
点
か
ら

「
繋
が
り
」と「
広
が
り
」を
テ
ー
マ
に
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
人
や
文
化
が
、繋
が
り
広
が
り
、

最
後
に
は
全
員
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
物
語
を
紡
い
で
い
く
、

こ
の
壮
大
な「
道
と
文
化
の
物
語
」を
ご
体
感
く
だ
さ
い
。

今
回
、総
合
演
出
と
し
て
演
出
家
の
大
谷
賢
治
郎
氏
を
お
迎
え
し
て
、

こ
の
「
道
と
文
化
の
物
語
」を
創
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

舞
台
芸
術
、伝
統
芸
能
、ダ
ン
ス
、そ
し
て
講
演
を
通
じ
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ひ
と
つ
の
大
き
な
物
語
と
し
て
体
験
し
て
い
た
だ
き
、

中
部
日
本
横
断
自
動
車
道
開
通
に
よ
る「
道
が
も
た
ら
す
文
化
伝
播
」を

ご
来
場
の
皆
様
に
も
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

道
か
ら
生
ま
れ
る
新
し
い
世
界
、そ
し
て
大
き
く
広
が
る
未
来
。

「
君
は
太
平
洋
を
見
た
か
、僕
は
日
本
海
を
見
た
い
。」

そ
れ
で
は
最
後
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

中部日本横断自動車道が開通していく中で、

皆様の日々の暮らしや環境、事物、事象など、

さまざまな形で変化が起きているのではないでしょうか？

道が繋がることで生まれる新しい出会いやビジネス。

そして行ったことのない場所や地域、その土地に根付いている様々な伝統や芸能。

時間と空間が縮まり、人々が動くことで生まれてくる新しい「文化」。

今回の 2020 ROUTE 日本海－太平洋シンポジウムでは、道が繋がることで生まれる

「文化」－「繋がっていく文化、広がっていく文化」にスポットを当て、

「道」を通じて「文化」が伝搬していく様子を、

ひとつの大きな物語としてお届けいたします。

あまるyosu渋谷和宏 ジョー次 わっしょいゆ～た

武市都生実、益子有輝、岡本明莉、下園あいり、勝山優静岡大学ダンス部 足久保太鼓

構成・演出／大谷賢治郎

音楽／青柳拓次

映像／八木克人

振付・演出助手／大谷恵理子　森山蓉子

衣装アシスタント／勝山優

舞台監督／清水義幸

制作／ company ma


